
「天上のキリスト」               2019 年 07 月 27 日 

ヨハネの黙示録 1 章 9 節～16 節 わたしは、あなたがたの兄弟であり、共にイエスと 

結ばれて、その苦難、支配、忍耐にあずかっているヨハネである。わたしは、神の言葉と

イエスの証しのゆえに、パトモスと呼ばれる島にいた。ある主の日のこと、わたしは“霊”

に満たされていたが、後ろの方でラッパのように響く大声を聞いた。その声はこう言った。

「あなたの見ていることを巻物に書いて、エフェソ、スミルナ、ペルガモン、ティアティ

ラ、サルディス、フィラデルフィア、ラオディキアの七つの教会に送れ。」 

わたしは、語りかける声の主を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台

が見え、燭台の中央には、人の子のような方がおり、足まで届く衣を着て、胸には金の帯

を締めておられた。その頭、その髪の毛は、白い羊毛に似て、雪のように白く、目はまる

で燃え盛る炎、足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝き、声は大水のとどろきのよう

であった。右の手に七つの星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は強く照り輝く太

陽のようであった。 

 

ヨハネは、「わたしは、あなたがたの兄弟であり、共にイエスと結ばれて、その苦難、 

支配、忍耐にあずかっているヨハネである」と、あなたがたの兄弟で、あなたがた同様、

キリストに結ばれ、キリストの支配、苦難、忍耐に与っているヨハネであると自己紹介を

している。彼は、神の言葉を述べ伝え、主イエスの証しをしたゆえに、迫害に遭い、パト

モス島に流された。パトモス島は、エフェソの南西にある小島である。彼は、キリストの

ために苦しみを受ける現状を誇らしげに書いている。 

ヨハネは、「ある主の日のこと、わたしは“霊”に満たされていたが、後ろの方でラッ

パのように響く大声を聞いた。」ラッパの音はキリストが天使を遣わす合図とされ、その

声を聴き、キリストと出会う霊的体験をしたのである。その声は、「あなたの見ているこ

とを巻物に書いて、エフェソ、スミルナ、ペルガモン、ティアティラ、サルディス、フィ

ラデルフィア、ラオディキアの七つの教会に送れ」という命令であった。エフェソはパウ

ロが 3 年間、福音宣教に励んだアジア州の首都である。パウロは弟子たちを近隣の町々に

も遣わし、福音を宣教した。上記の地名は、パウロと弟子たちによって建てられた教会の

ある町々の名である。彼らが宣教して 40 年以上経っているが、教会は迫害の中、立ち続け

ていた。その町々への神からの言葉を伝えよと命じられた。 

ヨハネは、語りかける声の主を見ようとして振り向いた。すると、「七つの金の燭台が

見え、燭台の中央には、人の子のような方がおり、足まで届く衣を着て、胸には金の帯を

締めておられた。」まず、七つの金の燭台が見えた。燭台は神顕現を象徴している。燭台

の中央に「人の子」のような方がおられた。「人の子」は新約聖書ではキリストを指して

いる。キリストは足まで届く衣を着、胸に金の帯を締めておられた。頭の髪の毛は、羊毛

か、雪のように白く、目は燃え盛る炎、足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝いてい

た。そして、声は大水の轟のようであった。神の祝福を示す右の手には七つの星を持ち、

口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は強く照り輝く太陽のようであった。 

地上では迫害の嵐が吹き荒れているが、天上のキリストは全てのものを圧し、権威と威

光に満ちた方として君臨されている。ヨハネは、天上の栄光に輝くキリストを見て、私た

ちの信仰は、この方に結びついていると訴えているのである。 


